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抄録  

 
 生涯に渡る健康的なスポーツライフの獲得のために，幼少期の運動遊びが注目され

ている．しかし，実際はそれ以前の乳幼児期に身体活動を十分に行っておくことが，

その後の体力・運動能力にもつながる重要な要因であると考えられる．我々は乳幼児

期の子どもの身体活動を制限している要因の一つとして，ベビーカーに着目した．本

研究は，ベビーカーの使用と子どもの身体活動量との関連を検討し，ベビーカー使用

指針を作成・提案することを目的とした．  
 対象は，未就園児 29 名（2.96±0.23 歳）であった．身体活動量の測定にはライフコ

ーダ GS を使用し，2 週間に渡り歩数を計測した．活動量計を 1 日中装着できた月曜か

ら金曜までの歩数の平均値を「平日」，土日の平均値を「土日」の代表値とした．体力・

運動能力の測定は 4 項目を実施した．また，保護者にはベビーカーの使用に関するア

ンケートを行った．  
 分析の結果，土日の歩数が多い満 3 歳の子どもは，歩数の少ない子どもに比べて 2
歳からのベビーカー使用頻度が低かった．また，ショッピングカートによく乗る子ど

もは，あまり乗らない子どもに比べて土日の歩数が有意に少なく，その差は約 3600 歩

であった．さらに，ベビーカーの使用が子どもの運動量を制限すると意識している保

護者は，子ども自身に歩かせた方が良いと考え，子どもの 1 日の運動量を気にしてい

るだけではなく，実際に一緒に体を動かして遊んでいる傾向にあった．加えて，歩行

移動時によく抱かれる子どもは，そうでない子どもよりも，土日の歩数が約 3000 歩少

なかった．  
 活動的な子どもを育むために，保護者は子どもが歩き始めたら，なるべくベビーカ

ーの使用を控えて子ども自身に歩かせたり，子どもの 1 日の運動量を気にしたりする

ことが必要である．また，ベビーカーによって長時間子どもの身体活動を制限した日

は，親子で体を動かした遊びをするなどして，子どもの 1 日の活動量を確保すること

が重要であろう．  
 
キーワード：ベビーカー，2 歳児，活動量，体力   
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Abstract 
 

Physical activity and play in childhood are necessary for healthy living. It is 
similarly important that children are sufficiently active during infancy. One factor 
that limits such physical activity in infants is stroller use; thus, this study 
examined the relationship between use of strollers and children's physical 
activities, aiming to create guidelines for parents on using strollers. 

Participants were 29 children (mean=2.96, SD=0.23 years old) below 
kindergarten age. First, we measured the number of steps children took over two 
weeks using Lifecorder GS. Then, we administered physical fitness and motor 
ability tests, which consisted of four exercises. We also administered 
questionnaires regarding the use of strollers to their mothers.  
  Our results showed that three-year-old children who walked more during 
weekends had rarely used strollers since they were two years old compared with 
children who walked less. Furthermore, children who often rode in the shopping 
cart during weekend shopping trips walked significantly less compared with 
children who did not ride as often, with a difference of about 3,600 steps. Moreover, 
parents who believed that using strollers limited children’s physical activities not 
only thought that children should walk by themselves and were aware of their 
children’s daily exercise, but they also tended to exercise and play more with their 
children. In addition, children who were often held by a family member when 
walking during weekends took about 3,000 fewer steps than children who were not 
held. 
  Our study illustrated that to rear active children, it is necessary for parents to 
restrict stroller use in their children as much as possible and to encourage their 
children to walk when the children are old enough to do so. Parents should also be 
aware of their children’s daily physical activities. Furthermore, it might be 
important for parents to engage in physical activity with their children through 
play, especially when the children’s activity has been limited for long periods due to 
stroller use. 
 
Key Words： stroller, 2-year-old child, physical activities, physical fitness 
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1．はじめに 
 
 我が国のスポーツ振興のためには，長期的に考え

ると幼少期からの運動経験が重要である．近年，幼

児向けの運動教室が多数開催されたり，競技団体で

は早期からのタレント発掘・育成も行われたりして

いる．大手スポーツ企業のアシックスでも，2011
年から幼児1万人のデータを基にした幼児の運動能

力測定サービスを開始するなど，幼児期の体力・運

動能力に対する社会的関心も高まっている（日本学

術会議，2011）． 
一方，発育発達の研究分野では，すでに幼児期か

ら体力差が存在することが明らかになってきてお

り，幼児期以前の家庭での活動量が影響しているの

ではないかと考えられている（小林，1999；春日ほ

か，2013）．つまり，社会的には幼児期が注目され

ているが，実際はそれ以前の乳幼児期に身体活動を

十分に行っておくことがその後の体力・運動能力に

もつながる非常に重要な要因であると考えられる．

しかし，乳幼児期の身体活動量に注目した研究はみ

られない． 
カナダの乳幼児期の子どもに対するガイドライ

ン（Tremblay et al., 2012）は，日中の動かない時

間を最小限にする必要があるとして，ベビーカーや

椅子の使用を一度に1時間以上にならないように注

意を促している．このように，国外では乳幼児期の

身体活動量を抑制しないように，ベビーカーの使用

に着目している国もある．しかし，このガイドライ

ンにも，具体的なベビーカーの使用に関する注意点

や，どれくらいの活動量が制限されるのかなどの詳

細は示されていない．我が国において，乳幼児の生

活環境に多大な影響を与える保護者は，普段何気な

くベビーカーを使用していると思われる．そのよう

な保護者に対して，「ベビーカーがどのくらい子ど

もの身体活動量を制限してしまうのか」，「ベビーカ

ーをどの様に使用していけばよいのか」といった，

ベビーカー使用指針を作成することは，保護者の意

識や行動を変え，乳幼児の身体活動量の確保にもつ

ながる取り組みであると考える．長い目でみれば，

乳幼児期の身体活動量を確保することは，幼児期の

体力向上につながり，生涯を通した健康的なスポー

ツライフの獲得や我が国のスポーツ振興にも重要

な意味を成すであろう． 
 
2．目的 
 
本研究は，ベビーカーの使用と子どもの身体活動

量との関連を検討し，適切なベビーカー使用指針を

作成・提案することを目的とした． 
      
3．方法 
 
1）対象者 
対象者は，週に1日幼稚園のプリスクールに通う

未就園児 42 名とその保護者のうち，測定の同意が

得られ，なおかつデータの欠損がなく分析可能であ

った29名（男児11名，女児18名）とした．対象

者の年齢および体格は表1に示した． 
 

2）測定および調査項目 
対象者に対して身体活動量測定，体力・運動能力

測定，およびアンケート調査を行った．これらの測

定および調査項目の概要を表2に示した． 
身体活動量の測定にはライフコーダ GS（スズケ

ン社製）を使用し，2週間に渡り対象者（未就園児）

の1日の総歩数を計測した．測定に先立ち，保護者

に対して使用方法を説明し，昼寝や風呂，スイミン

グなどの習い事を除いて，起床時から就寝時まで子

どもの腰部に装着させた．測定期間中，保護者には

「装着確認シート」記入させ，分析時に活動量計の

装着状況を確認できるようにした．活動量計を1日

中装着できた月曜から金曜までのうち，プリスクー

ルに登園した日を除いた平日の歩数の平均値を「平

日」，土日の平均値を「土日」の代表値とした．「平

日」は測定期間中に8日間あり，そのうち2日以上

のデータがそろっている者を分析対象とした．同様

に，「土日」は 4 日間のうち少なくとも 1 日以上の

データがとれた者を分析した．なお，両親共に土日

が休日である子どもは全体の69%であった． 
体力・運動能力測定は 25m 走，立ち幅跳び，テ

表1　対象者の基礎統計量

ｎ

男児 18 3.07 (0.26) 92.0 (5.3) 13.7 (2.6) 12116.7 (2774.7) 12869.4 (1772.6) 11.2 (2.8) 46.3 (17.7) 1.8 (1.0) 1.6 (0.6)

女児 11 2.89 (0.19) 91.2 (4.0) 13.3 (1.4) 10948.6 (2240.1) 11944.4 (3288.3) 10.6 (2.3) 40.5 (19.6) 1.9 (0.8) 1.6 (0.9)

全体 29 2.96 (0.23) 91.5 (4.5) 13.5 (1.9) 11391.7 (2475.7) 12295.3 (2809.9) 10.8 (2.4) 42.6 (18.8) 1.8 (0.9) 1.6 (0.8)
注）ｎ：標本数，表中の（　）内は標準偏差を示す

（cm） （m） （kg）（歳） （cm） （kg） （歩） （歩） (秒）

年齢および体格

年齢

歩数 体力・運動能力

平日 土日 25m走 立ち幅跳び
ボール
投げ

握力身長 体重
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ニスボール投げ，および握力の4項目を行った．測

定方法は表2に示した通りである．測定は，担任の

幼稚園教諭および幼児の体力測定方法を専門的に

学んだ者で行い，なるべく対象者の最大能力を計測

できるようにした． 

保護者に対するアンケート調査は，ベビーカーの

使用に関する項目，保護者の意識に関する項目，お

よび家庭環境に関する項目等で構成された．内容の

詳細は表2に示した． 
 

表2　測定および調査項目

測定・調査項目 細目 方法および内容

身体活動量 1日の総歩数 ライフコーダGS（スズケン社製）を使用．

クリップで子どもの腰部に起床時から就寝時まで装着．

「装着確認シート」を保護者に配布し，活動量計を１日中
装着できたかを確認．

体力・運動能力 ２５m走 スタート地点とゴール地点に保育者を配置し，ストップ
ウォッチで計測．2回のうち良い方のタイムを採用．

立ち幅跳び マット上のスタートラインにつま先をそろえてジャンプ．

後ろ足の踵までの距離を計測．2回のうち良い方の値を採用．

テニスボール投げ 硬式テニスボールを遠投させ，0.5m単位で計測．

2回計測し，良い方の値を採用．

握力 幼児用握力計（竹井機器；T.K.K.5825）を使用し，左右2回
ずつ計測．2回のうち良い方の値を採用．

アンケート 何歳頃からベビーカーを使用しているか？

現在もベビーカーを使用しているか？

何歳くらいまでベビーカーを使用していたか？

どんな時にベビーカーをよく使用するか？

子どもが0歳時にベビーカーをどれくらい使用していたか？

子どもが1歳時にベビーカーをどれくらい使用していたか？

子どもが2歳～現在までにベビーカーをどれくらい使用して
いたか？

活動量計を付けていた期間にベビーカーをどれくらい使用
していたか？

買い物の時に子どもをショッピングカートに乗せるか？

ベビーカーを使用することで子どもの運動量が減るかもし
れないと気にするか？

ベビーカーの使用を減らして子ども自身に歩かせた方が良
いと思ったことがあるか？

子どもの運動量は十分だと思うか？

子どもが1日でどれくらい運動量があるかを気にするか？

2歳児（年少の1つ下の歳）の子どもにとって，運動は大切
だと思うか？

父親や母親は家の中で子どもと体を動かして遊ぶか？

父親は子どもと体を動かす遊びをすることが好きか？

母親は子どもと体を動かす遊びをすることが好きか？

母親はスポーツや運動をどのように思っているか？

祖父母と同居しているか？

子育ては主に誰が行っているか？

その他 子どもと歩いて移動する時に，保護者やその家族は子ども
をよく抱くか？

保護者の子どもに
対する意識

保護者自身の運動
に対する意識

子育てに関わる家
庭環境

ベビーカーの使用
状況

保護者のベビー
カーの使用に対す
る意識
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3）分析の観点 
本研究では，上記の測定および調査をもとに，以

下の5つの観点で分析を行った． 
① 2歳児の身体活動量および体力・運動能力にベビ

ーカーの使用頻度が関連しているか． 
② 買い物時にショッピングカートによく乗る子ど

もとそうでない子どもの身体活動量に差は見ら

れるか． 
③ ベビーカーを使用することで子どもの運動量が

減るかもしれないと意識している保護者とそう

でない保護者には，どのような意識の違いがあ

るか． 
④ 祖父母と同居していない核家族の家庭では常に

母親か父親が子どもの面倒をみることになり，

ベビーカーの使用も多いのではないか． 
⑤ 移動にベビーカーを使用していなくても，子ど

もを抱いて移動することで，子どもの活動量が

制限されていないか． 
 

4）統計解析 
これまでの研究で，幼児期における体力・運動能

力の性差が報告されている（春日，2010）．しかし，

本研究で対象とした2歳児には年齢に有意な性差が

認められたものの（t=2.164, p<.040），体格，歩数，

および体力・運動能力の各項目間に有意な性差は認

められなかった．このため，性差を考慮することな

く男女を合わせて分析に使用した． 
分析の観点①に関して，対象者個々の歩数データ

を標本の平均値および標準偏差を用いて T スコア

化し，Tスコア55以上を「多歩行群」，Tスコア45
未満を「少歩行群」とした．同様に，体力・運動能

力測定の4項目に関しても，個々の測定値をTスコ

ア化し，25m走の「高走力群」および「低走力群」，

立ち幅跳びの「高跳力群」および「低跳力群」，テ

ニスボール投げの「高投力群」および「低投力群」，

握力の「高筋力群」および「低筋力群」に群分けを

行い，ベビーカー使用頻度との関連をみた．ベビー

カー使用頻度は“0 歳時”，“1 歳時”，“2 歳から現

在”，および“計測時”の 4 つの時期に関して，5
件法で保護者に回答させ，間隔尺度として1点から

5点の得点を与えた．なお，得点の高い方がベビー

カー使用頻度の高いことを示す． 
分析の観点②では，「買い物の時に子どもをショ

ッピングカートに乗せるか」の質問に対して，“よ

く乗せる”および“時々乗せる”と回答した保護者

の子どもを「カート乗車群」，一方，“あまり乗せな

い”および“ほとんど乗せない”と回答した保護者

の子どもを「カート非乗車群」として，身体活動量

との関連を分析した． 

分析の観点③では，「ベビーカーを使用すること

で子どもの運動量が減るかもしれないと気にする

か」の質問に対して，“とても気にする”および“や

や気にする”と回答した保護者を“「ベビーカー問

題視群」，一方，“あまり気にしない”および“ほと

んど気にしない”と回答した保護者を「ベビーカー

非問題視群」として，運動や子どもに対する保護者

の意識に差が見られるかを分析した． 
分析の観点④の祖父母との同居に関して，祖父母

と同居している家庭を「祖父母と同居群」，別居し

ている家庭を「祖父母と別居群」として，ベビーカ

ー使用頻度や子どもの養育環境との関連をみた． 
分析の観点⑤では，「子どもと歩いて移動する時

に，保護者やその家族は子どもをよく抱くか」の質

問に対して，“よく抱っこする”および“比較的抱

っこする”と回答した保護者の子どもを「移動時抱

っこ群」，一方，“あまり抱っこしない”および“ほ

とんど抱っこしない”と回答した保護者の子どもを

「移動時非抱っこ群」として，身体活動量との関連

を分析した． 
なお，分析の観点②を除いて，各群間の差を統計

的に検定するためにスチューデントの t検定を用い

た．また，効果量の指標としてHedgesのgを算出

した．効果量の目安は，0.3で効果量小，0.5で効果

量中，0.8で効果量大であるとされている（大久保・

岡田，2012）．分析の観点②に関しては，「カート非

乗車群」の標本数が4と小さかったため，ノンパラ

メトリックのマンホイットニーの U 検定を適用し

た．分析の観点④において，「祖父母と同居または

別居している家庭において主に子育てをしている

者の割合に差が見られるか」の検定には，独立性の

検定を適用した．全ての分析において統計的有意水

準は 5％未満に設定した．検定にはエクセル統計

2012（SSRI社製）を使用した． 
 
4．結果及び考察   
 
1）ベビーカーの使用状況 
表3にベビーカーの使用に関する基礎データを示

した．ベビーカーの使用を開始した年齢は平均0.21
歳（生後約2か月半）で，41.9%の保護者は子ども

がほぼ満3歳になる現在もベビーカーを使用してい

た．一方，約60%の保護者は調査時にベビーカーを

使用しておらず，平均 1.64 歳（約 1 歳 7 か月半）

で使用を終了していた． 
図1に示したように，ベビーカーを使用する場面

は買い物の時が最も多く，74.2%の保護者が使用す

ると回答した．次いで，行楽地での移動の時が

54.8%，散歩の時が19.4%，公園に行く時が16.1%，
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ちょっとした外出の時およびその他が 6.5%であっ

た．特に買い物や行楽地での移動時にベビーカーを

使用する保護者が多い傾向にあった．また，散歩や

公園へ行く時に約 16~20%の保護者がベビーカー

を使用していることが明らかになった． 

表3　ベビーカーの使用に関する基礎データ

使用開始
年齢

現在の使用者数
および使用率

使用終了年齢
（現在使用して
いない家庭）

標本数 29人 12／29人 13／29人

平均 0.21歳 41.9% 1.64歳

(0.13) (0.46)

注）表中の（　）は標準偏差を示す，

   ベビーカー終了年齢未回答者：4名  

0% 20% 40% 60% 80%

買い物の時

行楽地での移動の時

散歩の時

公園に行く時

ちょっとした外出の時

その他

図1 ベビーカーを使用する場面  
 
2）身体活動量および体力・運動能力とベビーカー

使用頻度の関連（分析の観点①） 
図2は「多歩行群」および「少歩行群」の“0歳

時”，“1歳時”，“2歳~現在”，“計測時”のベビーカ

ー使用頻度を示している．平日，土日共に両群とも

0歳時のベビーカー使用頻度が最も高く，加齢に伴

って使用頻度が低くなる傾向にあった．また，2歳

から現在（調査時の満3歳）にかけて，土日の「多

歩行群」と「少歩行群」の間でベビーカー使用頻度

に有意な差が認められた．このことから，2歳から

のベビーカー使用状況が，3 歳の子どもの土日の歩

数に関連していることが示唆された．2歳になって

からもベビーカーを頻繁に使用する生活習慣のあ

る子どもは，土日に身体活動量が制限されていると

考えられる．土日は両親共に休みの家庭が多く（全

体の 69%），保護者が子どもと共に外出する機会が

多いと予想されるため，ベビーカーを使用した外出

時間も長いことが推測される．このため，ベビーカ

ーの使用による身体活動量の制限は，平日よりも土

日において顕著に現われる可能性がある． 
表4は子どもの体力・運動能力別にみた各時期の

ベビーカー使用頻度を示している．全ての測定項目

に関して，各時期のベビーカー使用頻度に群間で有

意な差は認められなかった．つまり，3歳の時点に

おける体力・運動能力の優劣に，ベビーカーの使用

頻度は関連していないことが示唆された．しかし，

群間のベビーカー使用頻度の差の大きさを効果量

で示したところ，25m走における“計測時”の効果

量が 1.20 と大きかった．つまり，今回の少ない標

本数では検定力が小さく統計的に有意とまでは言

えないが，実質的なベビーカー使用頻度の差は大き

いことを示している．そのため，特に3歳の子ども

の走力にベビーカー使用頻度が関連していないと

は言い切れない．今後，標本数を増やして検討して

いく必要がある．  
 

3）ショッピングカートに子どもを乗せる頻度と子

どもの身体活動量との関連（分析の観点②） 
 図3にショッピングカートに子どもをよく乗せる

「カート乗車群」と，あまり乗せない「カート非乗

1 2 3 4 5

ベビーカー使用頻度

多歩行群

（土日,n=11）
少歩行群

（土日,n=9）

*

1 2 3 4 5

ベビーカー使用頻度

多歩行群

（平日,n=8）
少歩行群

（平日,n=7）

0歳時

1歳時

2歳～現在

計測時

図2 現在の平日および土日の身体活動量別にみた各時期のベビーカー使用頻度

注）*：p<.05，図中のクロスバーは95％信頼区間を示す
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11,453 
12,099 

11,686 
14,285 

0

4000

8000

12000

16000

20000

平日 土日

カート乗車群(n=23) カート非乗車群(n=4)

9,974 
10,627 11,686 

14,285 

0

4000

8000

12000

16000

20000

平日 土日

カート乗車群（よく乗る；n=9） カート非乗車群(n=4)

*

図3 買い物時のショッピングカート乗車頻度別にみた平日および土日の歩数
注）右のグラフはカート乗車群の中でも“よく乗る”と回答した者（n=9）を抽出し分析した

*：p<.05，グラフ中のクロスバーは95％信頼区間を示す

表4　現在の体力・運動能力別にみた各時期のベビーカー使用頻度

高走力群 低走力群 高跳力群 低跳力群

(n=6) (n=6) (n=7) (n=7)
M M p g M M p g

(SE) (SE) (SE) (SE)
0歳時 4.17 4.33 0.780 0.17 4.00 4.57 0.258 0.64

(0.54) (0.21) n.s. (0.44) (0.20) n.s.

1歳時 3.67 3.67 1.000 0.00 3.29 4.00 0.394 0.47
(0.71) (0.56) n.s. (0.61) (0.53) n.s.

2歳～現在 2.83 2.33 0.590 0.32 2.43 2.71 0.772 0.16
(0.65) (0.61) n.s. (0.72) (0.64) n.s.

計測時 1.50 3.00 0.063 1.20 1.71 2.14 0.583 0.30
(0.22) (0.68) n.s. (0.42) (0.63) n.s.

高投力群 低投力群 高筋力群 低筋力群

(n=5) (n=9) (n=9) (n=9)
M M p g M M p g

(SE) (SE) (SE) (SE)
0歳時 4.00 4.56 0.252 0.67 4.00 4.56 0.196 0.64

(0.55) (0.18) n.s. (0.33) (0.24) n.s.

1歳時 3.40 4.11 0.242 0.70 3.67 4.11 0.520 0.31
(0.81) (0.42) n.s. (0.53) (0.42) n.s.

2歳～現在 2.40 2.44 0.959 0.03 2.56 2.22 0.643 0.22
(0.75) (0.47) n.s. (0.53) (0.46) n.s.

計測時 1.80 2.44 0.456 0.43 1.56 1.11 0.229 0.59
(0.58) (0.53) n.s. (0.34) (0.11) n.s.

注）M：Mean，SE：Standard Error，ｇ：Hedges'g（効果量），n.s.：no significant

　　効果量0.8以上は太字で表記

25m走 立幅跳び

テニスボール投げ 握力
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車群」の歩数を示した．平日および土日共に「カー

ト乗車群」と「カート非乗車群」の間には，有意な

歩数の差は認められなかった．しかし，「カート乗

車群」23 名のうち，子どもをショッピングカート

に“よく乗せる”と回答した9名を「カート非乗車

群」と比較した結果，土日の歩数に有意な差が認め

られた．ショッピングカートによく乗る子どもは，

あまり乗らない子どもに比べて土日の歩数が少な

いことが示唆された．また，その歩数の差は約3600
歩であった．長時間の買い物をする機会は両親が休

日の土日に多いと予想されるため，土日のショッピ

ング時にカートによく乗る子どもは，あまり乗らな

い子どもよりも制限される身体活動量が多くなっ

ていると考えられる．土日に両親そろって子どもと

買い物に出かける際は，父母のどちらかが子どもの

面倒を見ながら一緒に歩行するなどして，なるべく

子ども自身に歩かせることで，子どもは安全に多く

の身体活動量を確保できるかもしれない．また，ベ

ビーカーやショッピングカートに乗る時間が長か

った日には，帰宅後に子どもと一緒に体を動かす時

間を多く取るなどして，子どもの身体活動量を促進

することが大切であると思われる． 
 
4）ベビーカーの使用に対する保護者の意識別にみ

た保護者の特性（分析の観点③） 
 表5は“ベビーカーを使用することで子どもの運

動量が減る”と意識している「ベビーカー問題視群

（n=11）」の保護者と，そのような意識はない「ベ

ビーカー非問題視群（n=18）」の保護者との間に，

どのような意識の差があるかを示している．両群間

で，“父親や母親は屋内で子どもと体を動かして遊

ぶか”の項目に有意な差が認められ，「ベビーカー

問題視群」の方が父母共に屋内で子どもと一緒に遊

んでいる傾向が認められた．このような保護者の関

心の高さは，“普段子どもが 1 日でどれくらい運動

量があるか気にするか”および“ベビーカーの使用

を減らして子どもに歩かせた方が良いと思うか”の

項目において，「ベビーカー問題視群」の意識が「ベ

ビーカー非問題視群」の意識よりも有意に高かった

ことからも窺われる．つまり，ベビーカーの使用が

子どもの運動量を制限すると意識できている保護

者は，なるべく子ども自身に歩かせた方が良いと考

え，子どもの1日の運動量を気にしているだけでは

なく，実際に一緒に体を動かして遊んでいるといえ

る．一方，「ベビーカー非問題視群」の母親であっ

ても，「ベビーカー問題視群」の母親と比較して，“ス

ポーツや運動の好感度や得意度”および“子どもに

とって運動は大切だと思う程度”に有意な差は認め

られなかった．つまり，「ベビーカー非問題視群」

の保護者は，決して運動・スポーツが嫌いで，子ど

もの運動に対する関心が低いわけではないと考え

られる．このような保護者に対して，ベビーカーの

表5　ベビーカーの使用に対する保護者の意識別にみた運動や子どもに対する意識

　1：ほとんど遊ばない 　1：好きでない 　1：好きでない 　1：嫌いで不得意

　5：よく遊ぶ 　5：好き 　5：好き 　5：好きで得意

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

n 11 18 11 18 11 18 11 18
M 4.45 3.44 4.18 4.22 4.45 3.67 4.00 3.61

(SE) (0.16) (0.23) (0.33) (0.21) (0.28) (0.24) (0.36) (0.29)
p 0.004 ** 0.913 n.s. 0.048 * 0.413 n.s.
ｇ

 1：ほとんど気にしない 　1：思わない 　1：ほとんど思わない 　1：不十分

 5：とても気にする 　5：思う 　5：よく思う 　5：十分

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

ベビーカー
問題視群

ベビーカー
非問題視群

n 11 18 11 18 11 18 11 18
M 4.09 3.06 4.91 4.72 4.73 2.28 3.09 3.06

(SE) (0.28) (0.30) (0.09) (0.11) (0.14) (0.21) (0.31) (0.19)
p 0.026 * 0.243 n.s. 0.000 ** 0.919 n.s.
ｇ

注）n：標本数，M：Mean，SE：Standard Error，ｇ：Hedges'g（効果量），**：p<.01，*：p<.05，n.s.：no significant
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使用が子どもの身体活動量を制限する可能性があ

ることや，子どもと一緒に体を動かす遊び方などに

関する情報を提供することで，子どもの普段の運動

量に対する関心が高まるだけでなく，親子での体を

動かした遊びの実践にもつながっていくかもしれ

ない．ベビーカーの使用に関する情報を含んだ，子

どもの身体活動に関する保護者への情報提供が望

まれる． 
 
5）子どもの養育環境とベビーカー使用頻度の関連

（分析の観点④） 
 図 4 に祖父母と同居または別居している家庭の，

各時期におけるベビーカー使用頻度を示した．結果，

全ての時期で「祖父母と同居群」と「祖父母と別居

群」の間にベビーカー使用頻度の有意な差は認めら

れなかった．つまり，祖父母との同居や別居といっ

た家庭環境は，ベビーカーの使用頻度に関連してい

ないことが示唆された．また，図5に示したように，

独立性の検定の結果，祖父母と同居している家庭と

別居している家庭で中心的な養育者に有意な差は

認められなかった（χ2=0.468, p=0.792）．核家族の

家庭は常に母親か父親が子どもの面倒をみること

になり，ベビーカーの使用も多いのではないかと仮

説を立てていたが，そのような傾向は認められなか

った． 
 
6）移動時に抱かれて移動する子どもの身体活動量

（分析の観点⑤） 
移動にベビーカーを使用していなくても，子ども

を抱いて移動することで，子どもの活動量が制限さ

れているか分析した．図6に歩行移動時に抱かれて

移動する子どもと，自分で歩行する子どもの歩数を

示した．その結果，「歩行時抱っこ群」と「歩行時

非抱っこ群」の間で，土日の歩数に有意な差が認め

られ，抱かれて移動する子どもの歩数が約 3000 歩

少なかった．一般的に，子どもをよく抱く保護者は

子どもに対する愛情があり，子どもへの興味関心が

高いことが予想される．しかし，移動時まで子ども

を抱くことは，子どもの身体活動量を制限している

可能性のあることが示唆された． 
 

7）ベビーカー使用指針の提案 
 本研究の分析結果から，ベビーカーを使用する際

に留意する点について，以下の4点を提案する． 
①子どもが2歳になってからもベビーカーを多用す

ることは避け，なるべく子ども自身に歩かせるよ

うにする． 
②土日のショッピング時に子どもを長時間カート

に乗せないように配慮する．また，長時間，子ど

もの身体活動を制限した日は，親子で体を使った

遊びをするなどして，子どもの1日の身体活動量

を確保するようにする． 
③ベビーカーを使用することは保護者にとって便

利である反面，ベビーカーに乗る子どもは身体活

1 2 3 4 5
ベビーカー使用頻度

祖父母と同居群

(n=12)

祖父母と別居群

(n=17)

0歳時

1歳時

2歳～現在

計測時

図4 祖父母と同居または別居している家庭の

各時期におけるベビーカー使用頻度

注）クロスバーは95％信頼区間を示す

9,682 9,885 
11,807 
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0
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12000

16000
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歩行時抱っこ群(n=6) 歩行時非抱っこ群(n=17)

*

図6 歩行移動時に抱かれて移動する子どもと自分で歩行

する子どもの平日および土日の歩数

注）*：p<.05，グラフ中のクロスバーは95％信頼区間を示す
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図5 祖父母と同居または別居している家庭に

おける主に子育てをしている者
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動を制限されている．活動的な子どもを育むため

に，保護者は子どもが歩き始めたら，なるべくベ

ビーカーの使用を控えて子ども自身に歩かせた

り，子どもの1日の運動量を気にしたりすること

が必要である． 
④ベビーカー以外にも，歩いて移動する時に子ども

を抱くことも子どもの身体活動量を制限してい

るため，なるべく子ども自身が活動できるように

する． 
 
5．まとめ 
 
 本研究の目的は，ベビーカーの使用と子どもの身

体活動量との関連を検討し，適切なベビーカー使用

指針を作成・提案することであった．満3歳を迎え

る未就園児 29 名を対象に，身体活動量測定，およ

び体力・運動能力測定を行った．また，同時に保護

者に対するアンケート調査も実施した．分析の結果，

以下の結論を得た． 
1) 子どもがほぼ満 3 歳になる現在も，約 4 割の保

護者がベビーカーを使用していた．また，ベビ

ーカーを使用する場面は買い物時が最も多かっ

た． 
2) 土日の歩数が多い 3 歳の子どもは，歩数の少な

い子どもに比べて 2 歳からのベビーカー使用頻

度が低かった． 
3) 3 歳の子どもの体力・運動能力と過去および現

在のベビーカー使用頻度に有意な関連は認めら

れなかった． 
4) ショッピングカートによく乗る子どもは，あま

り乗らない子どもに比べて土日の歩数が有意に

少なく，その歩数の差は約3600歩であった． 
5) ベビーカーの使用が子どもの運動量を制限する

と意識している保護者は，なるべく子ども自身

に歩かせた方が良いと考え，子どもの 1 日の運

動量を気にしている傾向にあった．さらに，保

護者が子どもと一緒に体を動かして遊んでいる

特徴が窺えた． 
6) 祖父母との同居や別居といった家庭環境は，ベ

ビーカーの使用頻度に関連していないことが示

唆された． 
7) 歩いて移動する時によく抱かれる子どもと，そ

うでない子どもとの間に，土日の歩数に有意な

差が認められ，抱かれて移動する子どもの歩数

が約3000歩少なかった． 
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この研究は笹川スポーツ研究助成を受けて実施し
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